


















定 3 級”取得が一つの目標となる。なお、2019 年度より、学期中間時点で 3 級に合格した者
に対しては、学期末に 2 級を受験することとした。
　2015 年度から 2019 年度までの 5 年間における 3 級合格者数の推移を表 1 および図 1 に示す。
当初はほぼ毎年同程度が検定合格者となっていたが、2018 年度、2019 年度は合格者数が増加し、
2019 年度には半数以上が 3 級合格を達成した。
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年度 受講者人数 2級合格者人数 2級合格割合（％） 3級合格者（含2級合格者）人数 3級合格割合（％）
2015 285 0 0 135 47.4
2016 333 0 0 143 42.9
2017 373 0 0 141 37.8
2018 356 0 0 169 47.5






































　統制群 55 名（範囲：16~48 点、事前テスト平均：49.1）、実験群 49 名（範囲：2 ～ 68 点、
事前テスト平均：38.4）の事後テストにおける点数変化の平均を比較する。実験群と統制群




　統制群 55 名（範囲：16~48 点）全員の平均点 38.4 点とほぼ平均点が等しくなるよう、実験
群 49 名の中から 30 名を抽出した（範囲：2 ～ 62 点、平均 38.4 点）。実験群と統制群との事後
テストにおける点数上昇の平均は 14.0 点と 8.0 点で、実験群のほうが約 6 点上回っていること
がわかった。なお、t 検定を行ったところ、5% 水準では有意な差はみられなかった（p=0.0897）。
③事前テストにおける得点範囲を等しくする場合
　統制群 55 名（範囲：16 ～ 48 点、事前テスト平均点 38.4 点）とほぼ範囲が等しくなるよう、
実験群 49 名の中から 22 名を抽出した（範囲：16 ～ 50 点、事前テスト平均 38.5 点）。実験群






　統制群 55 名、実験群 49 名の中から、同点数の 16 人ずつを抽出した（範囲 16 点～ 46 点、
平均点は両群同じで 34.1 点、同一点数の場合は事後テストの点数が良いものを抽出。事後テ
ストの平均点は、統制群：43.3 点、実験群：47.6 点）。実験群と統制群との事後テストにおけ
る点数上昇の平均は 13.5 点と 9.1 点で、実験群のほうが 4.4 点上回っていることがわかった。
なお、t 検定を行ったところ、5% 水準では有意な差はみられなかった（p=0.4846）。
表 3．各実験条件による点数の変化
 実験① 実験② 実験③ 実験④
統制群 8 8 8 9.1
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